












は じ め に
我 々 が 通 信 文(レ ター)を 書 く時 に は あ る一 定 の
様 式 に従 う。 そ の 様 式 は 当 該 国 の歴 史,伝 統 習
慣,文 化 の も と に 長 い 年 月 を 経 て 完 成 さ れ た もの
で あ る。 レ タ ー そ の もの の 歴 史 は古 く,昔 か ら遠
距 離 通 信 の 手 段 と して 活 用 さ れ て い た。 哲 学 者 キ
ケ ロ(Cicero(106-43B.C.))は,レタ ー に つ い て





恐 ら く当 初 は,決 め られ た 様 式 は な く,伝 え た
い最 も重要 なメ ッセージのみを自由に何 らかの方
法を用いて相手 に伝 えていた と思われ る。 しか し
文字や筆記用具が発達す るにつれ,通 信文 として
の体裁 が整 い,そ れ を レターに携 わ る人 々が ま
ね,徐 々に レターの様式 として一般化 してきたも
の と思われる。
例えば,日 本語の レターでは書 き出 しに,四 季
の移 り変わ りや相手方への ご機嫌伺 いなど,一 見
不要 と思われ る文言 が挿入 され,そ の後 にや っと
本論(用件)に入 る。一方英文 レターの場合 は,上
記の 日本的な書 き方 は望 ま しくない悪例 の最た る
もので,特 に ビジネス レターではいきな り用件 に
入 るのが良 いとされている。
英文 ビジネス レターの場合,我 々 日本人(非英
語国民)は,英 ・米の モデルを模倣 せざ るを得 な
い。 そのモデル も時代 と共 に変化 して い くのは当
然である。 ド記 のように,20世紀前半(1920年代)
の レターは,今 か らわずか70年前 に もかかわ ら
ずすでに旧式 とされ,特 に結 びの言葉 は,現 代で









































(出所)山 崎宗直編 『英米名著英語商業学及商業英語概論』(株)有朋堂 昭和12年,209-210ページ。
しか しな が ら当時 は,上 記 の ス タイルが,そ の
'社会(国)で 認 め られ た形式(f・rmat)であ り,レ
ター作 成 者 は,そ れ を無条 件 に踏 襲 せ ざ るを 得 な
か っ た こ とで あ ろ う。そ れで は,な ぜ この よ うな,
今 か ら見れ ば信 じ られ な い よ うな表現 が 使 われ て
い た ので あ ろ うか。
の 　 ロ
ここで,い み じくも 「今か ら見れば……」 と述
べたよ うに,当時の基準(standard)は,その時 の
社会 ・経済的な状況 を理解 した上で考えなければ
な らない。現在 の価値基準で判断すべ きではない
ことは言 うまで もない。
このように通信文 といえ どもその特徴 は,当 時
の時代背景 を反映 した ものであ り,し か もある一
定の共通性 が見つけ出 されるものと予想 される。
そこで筆者 は,通 信文に関する歴史的な変遷過
程 を調 べることにより,現 在の通信文に至 る本質
と今後の動向が把握 され ると考えた。本稿ではそ
の手始め として,英 語 の通信文が普及 し始 めた と
思われる15世紀 に焦点を当ててみる。まず,言語
としての 「英語」 がどのよ うな経過を経て成立 し
て いったかを見てみる。 そ して次 に,書 き言葉 と
しての英語の発展の巾で,.英文 レターがどのよ う
英語通信文の歴史的考察(1)
な影響を受 けて,一 定 の形式 を備え るよ うになっ
ていったかを探 る。最後 に上記 の歴史的背景 の も
とに,当 時の具体的な レターを検討 し,い わゆる
ビジネス レターの原形 を見 っけてみたい。
1.英 語 の復 活
英語 の発展 過 程 は,歴 史 的 に 「古 英語(01dEng-




本稿 で は,最 も関係 の深 い 中世英 語 の発展 過程
を 見て い くこ とにす る。 そ れ を前期 中 世英 語 時代
(1150-1300年)と後 期 中世英 語 時代(1300-1500年)
に分 け る。
1-1.前 期 中世 英語 時 代(1150-1300年)
1)ノ ル マ ン人 の征 服(TheNormanConquest)
古英語の消滅
1066年1月,24年 間 の統 治 の後 エ ドワード臓悔
王(EdwardtheConfessor)が跡継 ぎの な い ま ま亡
くな る と,英 国 は再 び後 継 者選 び に直面 した。 最
終 的 に は,ヘ イ ステ ィ ングズ(Hastings)の戦 い
で,ア ングロサ ク ソ ン人 の最後 の王 ハ ロル ド2世
(HaroldlI)を破 っ た ノ ル マ ンデ ィ公 ウ ィ リア ム
(William,thedukeofNormandy)は,1066年ク リ
ス マ スの 日に英 国 王位 に就 い た。 これ は,今 まで
英 国 に住 ん で いた ア ング ロサ ク ソン人 に とって全
く予 期 せ ぬ 出来事 で あ り,外 国人(ノ ルマ ン人)に
よ る英 国征 服 を意 味 した。 単 な る英 国 の王 位継 承
者 の 交 代 だ け で な く,国 家,社 会 全 体 の変 化 で
あ った。 従 って一 国民 が 他 の国 民 に征 服 され た場
合 に生 じるす べて の結 果 を伴 った。 最 も重要 な出
来事 は,新 しい貴 族(anewnobility)の導 入 で
あ っだ2)。英 国 の上 流 階級 の多 くは,戦 死 したか,
あ るい は裏 切 り者 と して処 刑 され,古 英語 時代 の
貴 族(theOldEnglishnobility)は事 実 上壊 滅 した。
この征 服 を契機 と して,英 国社 会 の知 識 階級 ・文
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化人集団の指導者で ある司教,修 道院長 など,ま
た下位の貴族,騎i=,聖職者,修 道十 などは,徐々
に ノルマ ン人か外国人 によって占め られ るよ うに
な ってい った。
これ と同時に,言 語 に対 する影響 も非常 に大 き
か った。新 しく指導者 とな った人 々が 自分 たちの
言語 を使用す るのはあた り前の ことであ る。彼 ら
は,フ ランス語(NormanFrench)を母国語 に して
お り,彼 らの侵入 によ り当然,そ れまで の英国の
言語(古 英語)は,表 舞台か ら下 りざるを得 な く
なった。彼 らは,英 語 を全 く知 らなか った し,ま
た覚 える必要 も努力 もい らなか った。事実 これ以
後約200年間,フ ランス語 は,英 国 上流階級者間
で使 われる言葉であ り続 けだ3)。また当初限 られ
た人のみが使用 したフランス語 もやがて,現 地 の
英国人が,ノ ルマ ン人 と結婚 したり,支 配階級 の
人 々と接す る機会が増 えるにつれて,徐 々に英国
人 にも広 まっていった。彼 らもフランス語 を覚え




ノルマ ン系 の人々が支配階級 に多 く登用 され る
にっれ,彼 らの母国語であ るフランス語の勢 いは
ます ます強ま って きた。 それ まで種 々の方 言があ
り,統一 的な国語とはいえず とも,一応(古)英語
の使用がすべての階層 で…般的で あった。 しか し
指導者階級が追放 された り,交 代 させ られた りし
たために,英 語 の使用が徐々に制限 され るよ うに
なってい った。 それ と同時に,英 国を支配 した王
家や貴族 の態度 もフ ラ ンス語使用 の傾向 を強 め
た。彼 らは,ど ちらか といえば フランス志向が強
く,フ ラ ンスを本拠地に し,王家 は,そ の在位期
間中の英国滞在 は極端に少 なか った。彼 らは,英
国貴族 とい うよりも英 ・仏兼領貴族で,英 ・仏両
国 に領土 を持ち,フ ランス人 と婚姻 関係 を結 び,
自分たち自身の利益または国王 の利益 を追求す る
ために,フ ランスで多 くの時間 を過 ごした。やが
て上流階級 がほ とんどノルマ ン系の人 々に占あ ら
れ るにつれ,フ ランス語が支配的 とな り,そ れ ま
gp-一 英語通信文の歴史的考察(1)
で の英語 は,被 支配者階級 の言語 となって しまっ
た。
またラテ ン語 は,英 語 の方言に見 られ るよ うな
表現 の極端 な差 はな く,知 識階級者間の共通言語
(linguafranca)としての便利性 のために,依 然 と
して保守的な宗教家,学 者 たちが好んで使 い,特
に法律文書での使用 は圧倒的であ った。
このよ うに英国 を支配す る上流階級で はフラン
ス語が使用 され,ま た社会の規範 とな る法律文書
は従来通 りラテ ン語が使用 されて いた。 このため
フランス語あ るい はラテ ン語 は.社 会的地位の高
い ことを示す有 力な手段 となっだ41。これに対 し
英語 は,ド 層階級の一般大衆 の目常語 と して広 ま
り,非 支配者階級 の言語,農 奴 の言語 として蔑 ま
れた。 言語を中心 に考え ると,フ ラ ンス語 は上流
部門で,英 語 は ド流部門で とい う具合 に,完 全 に
二極分化 された二言語社会 が成立 した。言 い換 え
ると,当 時の英国 は,民 族 の違 いではな く社会 階
級差 による=言 語併用 の(bilingual)国であった(51。
3)フ ラ ンス語 の後退
フ ラ ンス語 の優 勢 な状態 も,13世紀 に入 り,英
国 工家 の フ ラ ンスで の勢 力 が弱 まる につ れ,徐 々
に崩 れ て い った。 「領土 喪 失王(Lackland)」の あ
だ名 の あ る ジ ョン王(KingJohn(1199-1216))が,
仏 領 内 の英 領 土 を フ ラ ンス に没収 され た頃(ノ ル
マ ンディの喪失(1204))から,英 ・仏 に領 土 を持 っ
て い た貴族 は,法 律 に よ って,フ ラ ンス,英 国 両
国 へ の 二重 忠 節 を放 棄 せ ざ るを 得 な くな っだ%
つ ま り貴 族 は,英 国 あ る い は フラ ンスの いず れ か
に財 産 を持 っ ことを求 め られ だ7)。フラ ンス よ り
も英 国 を本 拠地 に選 ん だ貴 族 は,英 国 に留 ま る こ
とに よ り,英 国 の意 向 に従 う態 度 を と るよ うにな
り,必 然 的 に英 国人 化 して い った。 当然 英 国 内で
フ ラ ンス語 を使 用 す る機 会 は減少 し,ま た使 用 す
る理 由 もな くな り,13世紀半 ばに な って よ うや く
彼 らは,自 分 自身 を 英 国 人 と見 なす よ うに な っ
た{8)。
一 方 ,ジ ョ ン 王 の 後 継 者 の ヘ ン リ ー3世
(HenryIII(X216-72))は,趣味 全 くフ ラ ンス的
で,婚 戚 関係 もす べて フ ラ ンス人 で あ った。 そ の
ため彼 は,フ ランス人や英国以外の外国人を優遇
し,彼 の長 い治世の間に,英 国 は,外 国人に食い
つ くされたのであ る(91。その結果彼の政策 は,英
国人 と して の意 識が芽生 えて いた人 々の排 外思
想 ・国家感情 に火をっけることになった。っ まり
外国人 に対 す る反感が,愛 国心 の中心基 盤 とな
り,地 方豪族や中層階級 の人々を共通 の目的 に向
か って団結 させ,英 国全 土に外国人に対す る敵意
をよび さま した。今で は自分たちが英国人である
と思 っている人々は,ヘ ンリー工の恩恵 を受けて
いる新参 者 とは違 うとい う意 識 を強 め,団 結 し
だID)。言語的 には当然彼 らは,自 国語であ る英語
の使用 に固執す るよ うにな った。事実,外 国人 に
対す る非難のひとつは,彼 らが英語を知 らないこ
とであ り,英 国人な らばあ る程度英語を知 るべ き
だ と考え るようにな っだill。
こうして徐々に英語 は,母 国語 として地位を確
立 していった。当時の上流階級で も,フ ランスで
の利権 が少 な くな るにつれ,英 語の使用が一般化
し,フ ランス語は単に学習 され る言語(acultivat-
edtongue)となり,議 会,法 廷 など非常に限 られ
た場 で しか使用 されな くな っだ1勃。 また最 も保守
的な機関 とされた教会 や大学 でも,英 語 を話す傾
向が強 くな り,い くっかの大修道院では,修 練士
が学校 や僧院内で英語を使用する ことを禁 じ,会
話 はすべて フランス語 にすべ きであるという規定
を採用 した。大学で も,英 語 よりもラテ ン語 やフ
ランス語 の使用 が要求 されだ1帥。
1-2.後期 中世 英語 時 代(1300-1500年)
1)フ ラ ンス語 の衰退
14世紀 にな る と,フ ラ ンス語 の勢 い は急 速 に弱
ま って い った。 フ ラ ンス本 国 で は,カ ペ ー 王 朝
(theCapetianpower)が栄 え るにっ れ,パ リが政
治 の 中心 とな り,言 語 的 に もパ リ地 方 の方 言 が フ
ラ ンス語 の標 準 語 と見 な され るよ うに な った。 そ
の たあ それ ま で ノル マ ン系 の人 々が使 って いた フ
ラ ンス語 は,い わ ゆ る ノル マ ンデ ィ地 方 の方 言
(NormanFrench)にす ぎなか った。 彼 らの使 って
い た 言葉 は,ノ ル マ ンデ ィ方 言 の特 徴 だ け で な
英語通信文の歴史的考察(1)
く,英 語の特性に も強 く影響 され,フ ランスの他
の方言 とも違 った もの(Anglo-French)にな って
しまい,文 学作品 などで嘲笑 され,見 下 されるよ
うにな った㈹。
それ と同 時 に英国社 会で も大 きな変化 が生 じ
た。 まず英 ・仏 の利害 の対立(フ ランドルの内乱)
がおこり,相 互の敵対感情が増大 し,っ いに百年
戦争(1337-1453)に突入 した。英国で は,反 フラン
ス感情 が高 ま り,フ ラ ンス語 は敵国 の言語(the
languageofanenemycountry)と考え られ,フ ラ
ンス語廃 止の方向へ進んだ(15)。
ま た1348年,49年,50年に 黒 死 病(ペ ス ト
(blackdeath))が西 ヨーロッパを襲 い,英 国で も
多 くの人 々が死 亡 した。 その死亡率 は低階層 で最
も高 く,下層階級の農業労働者の数 が激減 し,深
刻 な労働力不足を引 き起 こした。 そのため,荘 園
領主 は,農 村の労働力の確保のために彼 らの待遇
改善を図 った。皮肉 にも伝染病 という不幸な出来
事 か ら,逆 に労働 者階級 の経 済 的重 要性 が増大
し,彼 らの賃金や社会的地位 は上昇,改 善 されて
いった。当然彼 らの使用 していた英語の重要性 も
高 まった。
さらに市民が封建的な抑圧か ら逃れ,自 由を享
受す るよ うにな るにつれ,い わゆる中流階級 が出
現 した。特 に商業 に従事 していた商人や職人 は,
自分たちの保護 と利益 のために団結 して商業組合
(ギルド(guild))を結成 し,自 主性 を持っ と同時
に,市 政に も参加 するようになった。中には政治
を左右す るよ うな大富豪 もいたが,大 半 は,農 民
と貴族の間 に位 置す る文字通 り中流(中 産)階 級
であった。こうして市民の活動,商 業(貨幣経済)
の発達 により,荘 園制 を基礎 とした 自給 自足 の封
建経済 は崩れ,土 地 に代 わ る新 しい富の形態が生
じ,中 流階級 の人 々は増 え,成 長 して いった。そ
れ と共 に,彼 らの共通の言語であ る英語 も国中に
広 ま っていった。
このよ うな社会的 ・経済的変化のために,今 ま
での フランス語 よ りも英語を使用す ることによ り
利益 を得 る人 々が増 え,そ の結果,英 語 の母国語
と しての地位が高ま り,逆 に フラ ンス語 は習得す
べ き外国語 の地位 に留 まって いった。
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2)英 語 の普 及
労 働 者 階級 の地位 の急 速 な向上 と共 に,英 国国
民 の地位 も向上 し,裕 福 な中 流階 級 が多 く出現 し
て きた。 当然 そ の よ うな人 衆 に娯 楽 を提 供 す る文
学 作 品 も英 語 で書 か れ る よ うに な った。 事実,作
者 の序 文 の説 明 か ら判 断 す る と,14世紀 初 め に は
す べ て の人 が英語 を知 って い た と思 われ る(lp。
この よ うな英語 の全 国的 な普 及 を さ らに促進 し
た の は,学 校,議 会,法 廷 で の英語 の使 用 で あ る。
1349年の黒死 病(ペ ス ト)発生 以後 ,ジ ョン ・コー
ンウ ォー ル(JohnCornwal1)がグ ラマ ー ・ス クー
ルの教 育 法 を改正 し,今 まで の フ ラ ンス語 に よ る
授 業 内 容 や物 事 の理 解 か ら,英 語 を媒体 とす る授
業 に改 め た。 そ の結 果1385年に は英 国 のす べ て
の グ ラマ ー ・ス ク 一ール で は,学 生 は フ ラ ンス語 で
は な くて英語 で理解 し,学 ぶ よ うにな っだm。
議 会 で は英 語 の使 用 が散 発 的 で はあ るが,早 く
か ら使 用 されて いた。1295,1344,1346,1376年
の議 会 で は,フ ラ ンス との戦 争継 続 の た め の支援
を得 るた め に,「 フ ラ ンスが 勝 利 す れ ば英 国 国 語
は絶 滅 す るで あ ろ う(AFrenchvictorycouldanni-
hilatetheEnglishlanguage)」(1魯とい う建 前論 が議
論 され,こ の よ うな 内容 を フ ラ ンス語 や ラテ ン語
で行 って いた とは思 われ な い。 また1362年には,
議 会 が,大 法 官 の 英 語 の 演 説 に よ って 開 会 さ れ
た。 その時 の議 題 は,訴 訟 当事 者 が フ ラ ンス語 を
理 解 で きな いた め にすべ て の法 廷 の手 続 き は英 語
を 用 い る と い う 「訴 答 手 続 き 法 令(Statuteof
Pleading)」で あ った。 同法 令 は,英 語 で の裁 判 を
求 め(た だ し記録 はラテン語にする),英 語 が公 式 に
認 め られ た画 期 的 な事 件 で あ っだ1勃。 そ の後 英 語
の使 用 はます ます増 え,1388年の絹織 物 商 ギ ル ド
の請願,1397年判 事 リック ヒル(JudgeRikhill)の
判 決,1399年主任 判 事 サ ー ニ ング(ChiefJustice
Thirnyng)の判 決 が そ れ ぞれ英 語 で な され た。15
世紀 に な る と,議 会(1403,1404,1405,1411,1414,
1421年)での英 語 使用 が 認 あ られ,特 に1422年ヘ
ン リー5世 が 死亡 し,ヘ ン リー6世 の 時代 にな る
と英 語 が頻 繁 に使 われ,1450年まで には英 語 が支
配 的 に な った⑫⑪。
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2.英 語通信文の発生
1)口 頭か ら文書(記録)へ の転換
英語通信文の歴史的考察(1)
要 に な るにっ れ,彼 ら自身 も文字 を読 む だ けで な
く書 くこ と も学 ぶ よ うに な った。14世紀 頃 まで に
は,貴 族,郷 士,聖 職 者,専 門家 の間 で の広 い(し
か し浅 い)「読 み ・書 き(literacy)」のた め の教 育 が
英 国政 府 の確 立 と共 に,官 僚 制 度 が整 備 され,
記 録(保 管)の 重 要性 が認識 され るよ うにな った。
土 地売 買 や法 律 な どに関 す る公 的 な書類 が,従 来
の[頭 に よ る宣 誓(oraltestimony)より も重 視 さ
れ る よ うに な った の は12世 紀 前 後 と思 わ れ る。
リチ ャー ド1世(RichardtheLion-Hearted(1189-
99))の時 代 が法 律上 の記録 重 視 の始 ま りで,こ れ
以後 ビ ジネ ス取 引 の法 的 な証 拠 を求 め る人 は,宣
誓 証 言 よ り も文 書 に信 頼 を よ せ る よ う に な っ
た{21)。
12世紀 以 降 の文書 の急 増 は,次 の よ うな影 響 を
英 国社 会 に与 えた⑳。 まず,専 門家 と して の写 字
者(scribe(s))や書記(scrivener(s))などの職業 が
現 れ た。 彼 らは,書 くことを職 業 にす る最 初 の専
門 家(コ ンサル タン ト)(thefirstprofessionalbusi-
ncsswritingconsultant(s))であ り,単 に書 類 を一
枚 一 枚 写 す こ とか ら,請 願(petition(s)),遺書
(wil1(s)),財産 の所有 権 の移 転(transfer(s)ofprop-
erty)などに関 す る法律 的 に高 度 な正 式 文書 の作
成 まで 関係 した。 その後 彼 らの うち の一 部 は,ビ
ジネ ス ・ライ テ ィ ングの専 門家 と して学 校(大 学)
で教 え た り,教 科書 や レター文集(formularies)の
作 成 に従事 した。
次 に,英国 国民 の間 で の実務 教 育 が拡 大 した。聖
職 者 や貴 族 は 当然 の こと,農民 で さ え も ラテ ン語
を理 解 す るため に,読 む ことの能 力 が求 あ られ る
よ うに な った。また政 府 が記 録 保 管所(archive(s))
を創 ったた め に,地 主 や郷 十(COUntrygentry)は
それ を見 習 い,レ ターや 法律 文書 の作成 の ため の
専 門 の写 字者 や文書 の整 理 ・保管 の た あの秘 書 を
置 いた。 当時 の地 主 た ち は,自 分 の土 地 の権 利 を
証 明す るた め に,必 要 に応 じ政 府 に申請 し,証 明
書 を発 行 して も らう必要 が あ り,非 常 に面倒 で時
間 が かか った。 そ こで 彼 らは,重 要 な書 類 の写 し
を 自分 の手元 に保管 して お くかsあ るい は自分 の
弁 護士(attorney)がす ぐ見 られ るよ うな場 所 へ の
保 管 を考 え たので あ る。 こ う して 文書 の保 管 が 重
広ま った。
記録(文書)を重視す ることは,「読み ・書 き」
の教育 を人々に広 めてい ったが,当 時 の書 き言葉
は,主 にラテ ン語 とフランス語であ った。1400年
頃 までには,す で に上流階級の貴族で さえ,英 語
を話 し言葉 と して使用 してお り,英 国全体 に英語
は普及 していたが,書 き言葉 としての英語 は,ま
だ社会的 には認め られてはいなか った。
2)文 書用語 と しての英語の使用
14世紀半ば以降には,英 語が,学 校や公的な場
での使用が認め られ るよ うにな り,話 し言葉 とし
ての英語 は,広 く国民 に普及 した。 しか し,書 き
言葉 と して の英 語 は話 し言葉 ほど一般的 で はな
か った。例えば,法 廷での英語使用 は認 め られた
が,そ れ は弁論 のための(話し)言葉にす ぎず,記
録 は依然 として ラテ ン語で行 われていた。当時の
ラテ ン語 は,ヨ ーロッパの国々で はどこで も通用
し,教 育のある人な らば,ラ テン語 を共通語 に し
て,話 した り書 いた り,何 不 自由な くコ ミュニ
ケーシ ョンが可能であ った。一方 当時の英語 は,
まだ確立 した言語 とはいえず,不 安定で乱雑,し
か も絶えず変化 してお り,数 世紀 とい う長 い年 月
を経 てすでに言語 として確立 して いた ラテ ン語の
方が便利であ った。 このよ うにラテ ン語の国際的
な性格 と,完 成 した言語 のために,記 録 に残 す作
業 は主 にラテン語 に依存 した。
このような強力 な言語である ラテ ン語 に対抗 し
たのが フランス語であった。 ノルマ ン人の征服以
後英 国での フラ ンス語 の影響 力が強 くな るにつ
れ,知 識階級 の人々や著名人が競 って フランス語
で書 くよ うにな った。1350年頃には,フ ランス語
の最盛期 ともいえ,議 会や法廷では話 し言葉 とし
て だけで はな く記録 のための言語 と して採用 さ
れ,ま た私的 あるいは半公的な通信文 はほとん ど
フランス語 で書 かれた㈱。その後英語 が普及 して
きて もフランス語 は,外交の言葉(thelanguageof
英語通信文の歴史的考察(1)
diplomacy)として 生 き残 った。当時 の外 交書 簡 で
は,相 手 国(受 取人)の 言 語 で答 え る ことが習 慣 と
な って お り,フ ラ ンス語 圏 の指導 者 に は フ ラ ンス
語 で}そ れ以 外(mマ 法皇や非 フランス語圏の指導
者)に 対 して は ラテ ン語 で書 か れ るのが一 般 的 で
あ った圏。
しか しそ の後,英 語 が普 及 して くるに つれ,英
語 で 書 か れ る こ と も多 くな って きたX25)。1383年に
は英 語 で書 か れ た最初 の遺 言状 が あ り,1397年ケ
ン ト伯 の英 語 の遺 言 状,そ して15世 紀 にな る と
ヘ ン リー4世(1399-1413),5世(1413-22),6世
(1422-fi1)もそれ ぞ れ英 語 で遺 言状 を書 いて い る。
ギ ル ドで は,1345年,ロ ン ドン香 辛料 業 者 の条
令 が フラ ンス語 と英 語 で 出 され,1400年,ヨ ー ク
の 同業組 合 の条令 が 英語 で書 か れ た。
議 会 で は,1423年以 前 の記 録 は フ ラ ンス語 で
あ った が,そ れ以 降 は英 語 で も頻繁 に書 か れ るよ
うにな った。町 で もX430年,条令 や慣 例集 を英 語
に翻訳 し,1450年以 降議 事 録 は英 語 とな った。
法 令 は 前 述 した よ うに,英 語 の 使 用 が 最 も遅
く,1300年頃 ま で は ラテ ン語 で,ヘ ン リー7世
(1485-1509)が即位 す る まで は フ ラ ンス語 で,1485
年 に は フ ラ ンス語 と英語 の併用 が見 られ,や っ と
1489年以 降 英語 のみ とな った。
この よ うな歴 史 的事 実 か ら,15世紀 に は,英 語
が,そ れ まで の ラテ ン語,フ ラ ンス語 に と って代
わ って,書 き言葉 と して もそ の地 位 を確立 した と
いえ る。
3)ヘ ン リー5世(HenryV;1413-22)の影 響
ヘ ン リー5世 も就 任 当初 は,書 き言 葉 と して 当
時主 流 で あ った フ ラ ンス語 か ラテ ン語 を使 用 して
い た と思 う。 しか し,1417年8月5日(フ ランスへ
の2回 目の侵略の4日 後)に 母 国語(vernacular)に
転 向 し,そ の後 死 ぬ まで英語 の公 ・私 の文書 を本
国 に送 り続 けた⑳。 彼が 母 国語(英 語)を 使 用 した
の は,明 らか に戦 争 の ため の支援 を議 会 や国 民 か
ら得 る ことで あ った。 か っ て フラ ンス との戦 争 を
正 当化 す るた め に,フ ラ ンス人 が英 国 国語 を破壊
しよ うと して い る と喧 伝 され たが,彼 の英 語 使用
もこの種 の宣 伝(propaganda)の延 長 線上 にあ っ
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た 。 こ の よ う な 戦 術 転 換(英 語 の使用)に よ り彼 は,
首 尾 よ く上 流 階 級 か らの 支 援 は得 られ な か った か
も しれ な い が,中 流 階 級 の 人 々 に 対 して は,愛 国
心 を 奮 い 立 た せ る こ と に 成 功 した で あ ろ う。 彼 ら
は,実 質 上 戦 費 の 大 半 を 負 担 して お り,常 々 自 国
語 以 外 の ラ テ ン語 や フ ラ ン ス語 の 使 用 に不 便 さ を
感 じて い た 。 さ ら に彼 ら は,外 国 の もの を 好 ま ず,
当 時 は 英 国 領 土 か ら外 国 人(ウ ェ ール ズ人 も含 む)
を 排 除 す る動 き も あ った 。 この よ う な状 況 下 で,
ヘ ン リー5世 は,自 分 の 野 心 を 満 た す た め に,愛
国 主 義 的 な 表 現(patrioticfiourish(es))を多 用 し,
英 国 国 民 の ナ シ ョナ リ ズ ム を 高 揚 さ せ る こ と に 努
め た⑳。
例 え ば,下 記 の レ タ ー は,彼 が ル ー エ ン
(Rouen)攻撃 の た め フ ラ ン ス に 滞 在 して い た 時,
ロ ン ド ン の 市 長(Mayor)な ら び に 議 員(Alder-
men)宛て に 出 した もの で あ る。そ の レ タ ー の 中 で
彼 は,自 分 の 要 求 を 宗 教 心(religioussentiment(s))
に 訴 え る こ と に よ り少 し和 らげ,同 時 に,自 分 が
行 って い る戦 争 に 対 して 神 の 加 護 が あ る こ と を 示
唆 す る と共 に,言 外 に,自 分(王)に 援 助 す れ ば 同
じ よ う に 神 の 祝 福 が 得 られ る と述 べ て い る。 そ し
て彼 は,中 層 階 級 の 人 々 に過 度 に へ っ ら う こ と は
な く,ま た 帰 国 した あ か っ き に は何 らか の 王 の恩
恵(r・yalfavor)が与 え られ る か も しれ な い と い う
こ と を そ れ と な く漂 わ せ て い る。 しか も 自分 の 要
























ま た 下 記 の レ タ ー の よ う に,彼 は,同 時 代 の 美
辞 麗 句 を 並 べ た 仰 々 し い 書 き 方 を せ ず,い わ ゆ る
果 断 の 人(amanofdecision)ら し く,飾 ら ず に 簡










この よ う に 彼 は,言 葉 の 価 値 とい う もの を 十 分
認 識 して い た 。 当 時 フ ラ ンス と の 外 交 交 渉 に お い
て,条 約 や 協 定 に ど の言 語 を使 用 す べ きか い っ も
対 立 して お り,英 国 側 は,フ ラ ン ス語 よ り も ラ テ
ン語 の 使 用 を 主 張 した 。 こ れ は,外 交 言 葉(フ ラ ン
ス語)の 解 釈 に つ い て,フ ラ ン ス 人 の 有 利 に な ら
な い よ う に と い う思 惑 か らで あ っ た(301。
彼 の 目 的 は何 で あ れ,彼 が,公 的 な 書 き言 葉 と
して 英 語 を 十 分 活 用 した た め に,英 国 国 民 は,英
語 を 容 易 に気 が ね な く使 え る よ う に な り,英 語 に
対 し尊 敬 の念(respectability)を持 っ よ う に な っ
た 。 上 流 階 級 の 頂 点 と も い え る王 が,英 語 を 書 き
言 葉 と して 使 用 して い る こ と か ら,一 般 大 衆 は,
「国 王 が 自 ら英 語 で お 書 き に な る」 と い う こ と を
知 り,そ の こ とが,英 語 の 使 用 を 積 極 的 に勧 あ た
こ と に な る。 例 え ば,(ビ ール)醸 造 業 者 の ギ ル ド

























「我々の母語,す なわち英語 は,近 来見事 に拡大
されて美 しくな り始 めた。というのは,恐れ多 く
もヘ ンリー5世 陛下 は,公式書状や,御 自身に関
す る種 々の事柄 において,進 んで御意 向の秘密
を[英語で]御 表明 くださり,国民がよりよく理
解するように,御 熱意 を込 めて,(他の言葉を退
け)国 民共通 の 言葉で お書 きにな って それを御
推奨された。また我 々醸造業者の中には,英語で
書 いた り読 んだ りす る知識 を持 ってい るもの は
多いが,他 の言葉,す なわち以前使 われていたラ
テ ン語 や フランス語 では,彼 らは少 しも理解 で
きない。以 上の理 由,お よびその他多 くの理 由
で,上 院や信頼 すべ き下院 もほとんどが議事を
英語で記録 し始 めて いることを考 えて,我 々 も
我 が醸造 業 において,あ る程度彼 らの歩み にな
らって,我 々に関係のある必要な事項を今後[英
語を用いて]記 録することに決めた。」∞幻
残 念 な が ら,彼 は病 気 の た あ短 命 に終 わ っ た
(1422)が,その後 の ヘ ン リー6世(HenryVI)なら
びに政 府 は一一貫 して英 語 の使 用 を勧 め,英 語 で書
か れ た文書 を公式 な もの と して認 あ た り,写 字生
や弁 護 士 な どに英 語 で書 かれ た書 類 の提 出 を求 め
た。 こ う して 英語 の通 信 文 は,1425年を転 機 と し
て(33),以後急 増 す る ことに な り,ヘ ン リー5世 は,
ア ング ロ ・サ ク ソ ン時 代以 後 書 き言 葉 と して英 語





15世紀 にな って よ うや く書 き言葉 と しての地
位 を確立 した英 語が,ヘ ン リー5世 の影 響 を受
け,通信文 として,実 生活(ビ ジネス)の場で どの
よ うに使用 されていたかを具体的 に知 るたあに,
ここでは,当時(15世紀)の レターを調べてみるこ
とにする。
1)15世 紀 の レター
15世紀 の書 簡 集 と して は,パ ス トン(Paston),
ス トナ ー(Stoner),セリー(Cely),プ ラ ンプ トン
(Plumpton)家な どの レターが あ げ られ る。 当 時
は現 在 の よ うに,公 的 な通 信文 と私 的 な もの との
明確 な 区別 が な く,レ ターの筆 者 は一 般 に,公 的
な内容 に私 的 な事柄 を加 味 して い る。 しか し大半
は,当 時 の ビジネ スに関 す る もの で 占め られて お
り,現 在 の いわ ゆ る ビジ ネ ス レター とい え る㈲。
そ の巾 か ら,入 手可 能 なパ ス トン ・レ ター(The
PastonLetters)とセ リー ・レター(TheCelyLet。
ters)を検 討 す る。
1)-1.パス トン ・レター(ThePastonLetters)
本 レター は,裕 福 な ノ ー フォ ・ーク(Norfolk)の
パ ス トン家保 有 の書簡 集(457通)で,15世紀 か ら
16世紀 前半 にわ た って い るが,ほ とん どの レタ ー
は,1450年か ら1490年まで に書 か れ て い る。 パ
ス トン家 は,工 業 化 以 前(preindustrial)のヨー
ロ ッパ で は最人 の ビジネ スの ひ とっ で あ った土 地
の取 引(1andowning)に関 わ って いた。 内容 的 に
は,土 地取 引 に関 す る ビジネ スの こ とか ら,当 時






































(トラブル)ま で広 い範 囲 に及 ん で い る。
1)-2。セ リー ・レター(TheCelyLetters)
本 レター は,1470年か ら80年 にか けて ロ ン ド
ンの ウ ール取 引(wooltrade)に従 事 して いた 中流
階 級 の 商人(middle-classmerchant(s))であ った
セ リー家 の書 簡 集(247通)であ る。 セ リー家 の レ
ター は,パ ス トン ・レター と異 な り,ほ とん どの
ものが筆 者 本 人 に よ り書 か れ て お り,英 語 の スペ
ル は,想 像 を絶 す るほ どば らば らで千差 万 別(the
indescribablechaosofEnglishspelling)であ る㈱。
また セ リー家 の人 々 は,ビ ジネ スで忙 しか った せ
いか,文 体 や表 現 に余 り こだ わ らず,比 較 的 自由
に・ 簡潔 に用件 を述 べ る方 法 を とって い る。
1)-3,対象 レター
当 時 の特 徴 を 拾 い 出 す に はな るべ く多 くの レ
ター を対象 と した方 が良 い の は当然 で あ るが,上
記 の 書 簡 集 に は,宛 て 名 や 蓋 出 人 が 不 明 の もの
や,原 稿(draft)段階 の もの,メ モ(memorandum)
な どが含 まれて い る。 本稿 は,ビ ジネ ス レターの
観 点 か らの検 討 を 目的 と して い るので,原 則 と し
て,レ ター の形 式 を整 えて い る もの に限 定 した。
その原 則 に則 りさ らに,家 族 間 の通 信 と家 族 以
外 か らの もの に分 け た。 前者 は,同 一一人物 同 十 の
あ る程 度部 数 の ま とま った もの を選 び,後 者 は,
受 け手 を そ れ ぞれ の家 族 か ら一 番 多 く名 宛 人 に
な って い る中心 人 物 を選 び,そ の人 宛 ての レタ_
を中心 に検 討 す る。
そ の 結 果,パ ス ト ン家 の対 象 レタ ー は,総 数
163通(家族間:118通,家族以外:45通),セ リー家





































家族 親子 父一→子 RichardCelytheelder GeorgeCely
子 一 → 父 GeorgeCely RichardCely
セ 兄弟 兄一→ 弟 RichardCelytheyounger GeorgeCely
























2)レ タ ーの基 本 スタ イル
当時 の レター は,公 ・私 の区別 が は っ き りして
い な い とは いえ,一一応 記 録 に残 る性 格 上,あ る程
度 の共通 の形 が あ ると予 想 され る。一 番 分 か りや
す い 最 初 の 部 分(Beginning)と終 わ り の 部 分
(Ending)を検 討す る。
2)-1.分類の方法
(1)最 初 の部 分(Beginning)
多 数 の レターを整 理 しやす くす るた ゐ6に,こ こ

















文字通 りレターの書 き出 しで,レ ターの筆者 が
相手 に失礼 のないよ うに十分配慮 しなければな ら
ないところである。言い換え ると,レ ターの筆者
は,レ ターの受 け手 に対 し好意 と尊敬 の念を持 っ
て呼 びかける必要があ る。一般 に関係者 の身分関
係が端的に現れ る表現 が多 く見 られ る。いわゆる
現在の"Salutation"に該 当 し,通 常Dが 中心 と
なる。 当時の特徴 ともいうべき仰 々 しい修飾語句
が多 く,そ のたあ整理上,Dに 至 る形容詞,副 詞


















































































本 来 な ら本 文 は こ こか ら始 ま る。 レターの筆 者
が相 手 に失礼 に な らな い よ うに,へ り くだ った挨
拶 を行 う部分 で あ る。 ここで も種 々 の修飾 語句 が
あ り,細 か い分 類 とな る。 中心 はAの 部 分 で,そ
れ に続 くB(-1/-2/_3)は,不 要 と思 わ れ る
表 現 が多 く,仰 々 しい。
A 1.Commend





























































































































































複 に す ぎず,表 現 が く ど く な る。 必 ず し も必 要 と



































の間 で使 用 され た もの と思 わ れ る。
(1)-4.4thpart




の注意 を引 くよ うに工夫 されて い る。今 まで の
仰 々 しさと異な り,こ こで はレターの筆者 の意図






























































































































































































(2)終 わ りの部 分(Ending)
レター の筆者 は,今 まで の本 文 の と ころで 自分
の用 件 を完 全 に述 べ,こ れ か ら結 び の 部 分 に 入
る。 こ こで も整 理..ヒ分 か りやす くす るため に4っ




最 後 に くど くど述 べ る必 要 はな く,驚 くほど簡
潔 に,自 分 の言 い た い こ と は これ以 上 あ り ませ
ん,こ れで終 りで す,と い うや やぶ っ き らぼ うな











































































ここでは,神 に言及 している表現が多 い。当時
の社会生活 の中では,宗 教 が重要 な要素 であ り,
神の加護の もとに健康で幸 せに,そ して ビジネス
が うま くい くようにとい う願 いが こめ られて い
る。整 理 上,神 に っ いて の 呼称 を 主 語 と して






























































































































































































































































































遠 隔 地 間 の 通 信 と い う こ と で,レ タ ー の 筆 者 の
書 いた場所 な らびに日(時)を 示す部分であ る。



























































も少 ない。 レターの筆者 と受 け手 の関係 を示す表


































































上 記 の分 類 方法 に従 って,パ ス トン,セ リー ・
レターを そ れ ぞれ ま とめ て み る と,次 の よ うに な
る(詳 細 につ いて は,
照)。
添 付資料(117-126ペー ジ)を 参
〔パ ス トン ・レ タ ー 〕
英語通信文の歴史的考察(1)
① 家族 間
(1)夫 婦[妻 か ら夫 へ(fromMargaretPaston
toJohnFaston)]
A)最 初 の 部 分
1stpartは,5.12.7)の組 み合 わ せ,2ndpart
は,3.2)が 圧 倒 的 に 多 用 さ れ て お り,全 体 的 に
ほ ぼ 一 定 の 書 き 方 に な っ て い る。3rdpartは活 用
さ れ て い な い 。4thpartは,お も し ろ い こ と に 年
代 ご と に変 わ っ て い る。前 半 の40年 代 は,相 手 の
幸 せ を祈 る4.2.3)が 使 わ れ,50年 代 は や や 冗
長 で あ る が,直 さ い 的 に相 手 に知 らせ る14.2.1)
が,そ して60年 代 は 同 じよ う に13.1。5)が 多 用





B)終 わ りの 部 分
1stpartの活 用 は少 な く,い き な り2ndpart
に 入 る。 こ こで は神 の 呼 称 と して6[6.3)]が 用 い
られ,そ れ に 続 く表 現 も28.2)が 圧 倒 的 に 多 い 。
3rdpartは13.2の組 み 合 わ せ が 多 い 。最 後 の4th
partはそ れ ほ ど大 きな 差 は な い が,年 代 ご との 違
い が 認 め られ る 。40年 代 は7,50年 代 は7と2.







(2)-1.母 か ら子 へ(fromMargaretPastonto
SirJohnPaston,knight)
A)最 初 の 部 分
ほ と ん ど 同 じよ うな 書 き方 に な って い る。 自 分
の 子供 に 対 す る レタ ー の せ い か,最 初 の 呼 び か け
(1stpart)は省 略 さ れ,い き な り2ndpartの 挨 拶
か ら入 り2.1)が 多 用 さ れ て い る。 そ の 代 わ り,
3rdpartで相 手 の 幸 せ を 祈 る表 現 の 組 み 合 わ せ
一99一
(15.17.7.4.12)が用 い られて い る。4thpartは,
用 件 につ いて あ な た に知 らせ ます と い う10.2)
の書 き方 が 多 い。
Igreetyouwell,andsendyouGod'sblessing
andmine,lettingyouknowthat....
B)終 わ りの 部 分
1stpartの活 用 は ほ とん ど見 られ ず,い き な り
2ndpartの 「神 の 加 護 」 に 言 及 して い る。 こ こで
は,2.1)で 始 め られ,7.2)が 続 き,次 に34.
2)あ る い は34.5)が 使 用 さ れ て い る。 ま た 戦 時
中 と い う こ と を 反 映 して 勝 利(victory)を祈 る
[35.2)]用法 も見 られ る。3rdpartは13.2が 多
く,そ れ に8が つ け 加 え られ て い る。4thpartは






(2)-2.母 か ら子 へ(fromAgnesPastontoher
sonJohnPaston)
A)最 初 の 部 分
1stpartのDで 敬 称 な しで 相 手 に 呼 び か け る
16)が 使 わ れ て い る。 これ は,親 子 間 の 親 しみ を
表 して い る よ う に 思 わ れ る 。2ndpartは,2.1)
と な っ て い る。3rdpartは,年 代 の 違 い が 明 確 に
現 れ て お り,40年 代 は全 く見 られ ず,50年 代 に な
る と幸 せ 祈 願 の 表 現(15.17.7.4,12)が多 用 さ れ
て い る。4thpartは相 手 に用 件 を 知 らせ る10.1)
が 多 用 さ れ て い る 。
Son,Igreetyouwell,andsendyouClod's
blessingandmine,andletyouknowthat....
B)終 わ りの 部 分
1stpartの用 法 は 見 られ ず(1回 の み),い き な
り2ndpartの 神 に言 及 して い る。 こ こで は40年
代 の4.1)(1回)か ら50年 代 は2.1)(5回)に 代
わ り,そ れ に 続 く表 現 も28.2)と2.1)と な る。
3rdpartは13.2.(8)の組 み 合 わ せ,4thpartは






(2)-3。子 か ら母 へ(fromSirJohnPastonto
MargaretPaston)
A)最 初 の 部 分
70年 代 前 半 ま で と70年 代 後 半 と で は 年 代 に
よ っ て 微 妙 な 言 い 回 しの 違 い が 見 受 け られ る。70
年 代 前 半 で は,定 ま って は い な い が,尊 敬 の 念 が
強 く感 じ られ,1stpartの呼 び か け(D)の12)の
修 飾 語 句(5.12)が 使 わ れ,2ndpartも1.1)と
決 ま っ て い る。 しか し3rdpartで も愛 情 細 や か
な 表 現(1,17.13.18.4)が用 い られ て い る。一 方,
70年 代 後 半 の 場 合,母 親 に対 す る細 や か な 配 慮 は
見 られ ず,い き な り用 件 に入 る方 法 が取 られ,4th






B)終 わ りの 部 分
年 代 間 の差 が 見 られ,前 半 部 分 と は逆 に,60年
代 は 用 件 が 終 わ る と い き な り3rdpartに 入 り
(13),しか も結 び の 言 葉 もな い 。70年 代 前 半 は,
か ろ う じて2ndpartで 神 の 加 護 に 言 及 した 上 で
[2.1)],3rdpart(13.2),4thpart[6.17)]で結
ん で い る。70年 代 後 半 は 最 初 の 部 分 を 省 略 した せ
い か,終 わ り の 部 分 に 気 を 使 い,1stpartは2,2nd
partは2[2.1)あ る い は2.2)]と28.2)の 組
み 合 わ せ,3rdpartは13.2,4thpartは2.6.










(2)-4.子 か ら母 へ(fromJohnPastontoMar-
garetPaston)
A)最 初 の 部 分
ほ ぼ 一 定 の 書 き方 で 統 一 さ れ て お り,1stpart
は5.12.12)の 組 み 合 わ せ,2ndpartはAの4と
iの3)とB-3の5).1)の 組 み 合 わ せ,3rdpart
は10.1.17.13.18.4の 組 み 合 わ せ,4thpart





B)終 わ りの 部 分
い き な り終 わ る手 法 と,lstpartの 表 現(た だ
し一定 の表 現 はな い)を 活 用 し た手 法 と に 分 け られ
る。2ndpartでは2[2.1)/2.8)〕 と12.2)の
組 み 合 わ せ,3rdpartで は13.2,4thpartは6.






(3)4.兄 か ら弟 へ(fromSirJohnPastonto
hisbrotherJohnPaston)
A)最 初 の 部 分
1stpartでは,呼 び か け(D)は 弟 へ 対 す る もの
だ け に 当 然2)が 多 用 さ れ(21回),そ れ に伴 う修
飾 語 句(5.12ま たは15)も 半 分 以 上 は使 用 され て
い る(13回,2)の み は8回)Q2ndpartは 主 に1.
1)と3.2)が 多 用 さ れ て い る。3rdpartの活 用 は




B)終 わ りの 部 分
1stpartはか ろ う じて2の 使 用 が 半 分 近 く(14
回)を 占 め て い る。2ndpartは 余 り活 用 さ れ て い
な い 。3rdpartは13.2が 多 用 さ れ,4thpartは




3)-2.弟 か ら 兄 へ(fromJohnPartontoSir
英語通信文の歴史的考察(1) 一101一
JohnParton)
A)最 初 の部 分
1stpartでは 相 手 へ の 呼 び か け(D)は13)が
多 用 さ れ,修 飾 語 句 も5.12が 半 分 以 上 を 占 め て
い る。 こ れ は 兄 弟 と は い え,弟 か ら兄 へ と い う こ
と で,年 上 に 対 す る尊 敬 の 気 持 ち を 表 して い る も
の と思 わ れ る 。2ndpartは3.2)が 多 用 さ れ て い
る。3rdpartは男 同 士 と い う こ とで 活 用 され て い
な い 。4thpartは一 定 の 決 め られ た 表 現 を 使 う の
で は な く,な る べ く い ろ い ろ な 表 現[17/13.1.5)





B)終 わ りの 部 分
年 代 間 の 差 が 若 干 見 られ る。60年 代 ま で は1st
partは活 用 さ れ ず,2rldpartは ほ ん の少 し活 用
[2.1)と12.2)]され て い る に す ぎ な い。3rdpart
は,半 分 は活 用 さ れ(13),半 分 は不 要 と さ れ て い
る 。4thpartも活 用 され て い な い。70年 代 で は,
1stpartは活 用 され(2),2ndpartで は 神 の 言 及
[2.1)]に続 く表 現 は ば らば らで,か ろ う じて21
の 使 用[21.5)と21.4)]が 見 られ る。3rdpartは








② 家族 以 外
こ こで は 分 類 の 整 理 上,JohnPastonに 対 す る
レ タ ー を 集 め た。
(1)fromJamesGrashmantoJohnPastor
A)最 初 の 部 分
1stpartの活 用 は1件 の み で,不 要 と さ れ て い
る。2ndpartは4[1).3).12).6)]が多 い。3rd
partは活 用 さ れ て い な い 。4thpartは13.1.5)
が 多 用 さ れ て い る。
Afterallduerecomrnendatianhad,pleaseit
yourmastershiptoknowthat....
B)終 わ りの 部 分
1stpartは1件 の み で,不 要 と思 わ れ る。2nd
partは活 用 さ れ て い な い 。3rdpartは13.2.





A)最 初 の 部 分
3rdpartは不 要 と さ れ て い るが,1stpart,2nd
partは強 い て あ げ れ ば あ る一一定 の 傾 向 が 見 られ
るolstpartは5.i2.10),2ndpartは3[3.2)
と3.3')]が あ る。4thpartは13.2.1)と13.




B)終 わ りの 部 分
1stpartは不 一要 と さ れ て お り,2ndpartは3.
2)と12.2)の 組 み 合 わ せ,3rdpartは13.2,






A)最 初 の 部 分
3rdpartを 除 き,他 のpartの 一 定 の 表 現 の活
用 が 見 られ る。1stpartは5.12.13).9.13.8.
10),2ndpartは3.2),4thpartは13.1.5)力弍




B)終 わ りの 部 分
1stpartの使 用 は,や や2(7.12.13.1。11)の
用 法 が 多 い。2ndpartは3.D,そ れ に続 く表 現
と して21[21.1)/21.2)/21.5)]と12.3)が
あ る。3rdpartは活 用 が 少 な く,あ え て あ げ る と








A)最 初 の 部 分
1stpartと3rdpartの 活 用 は 見 ら れ な い 。2nd
partの 活 用 は 少 な い が,あ え て い う と4[1),9').
16).12)]と な る 。4thpartは13.1.4)と な る 。
(Aftermymostspecialrecommendation,)
pleaseyourmastershiptoknowthat....
B)終 わ りの 部 分
1stpartの活 用 は 少 な く,3rdpartは不 要 と さ
れ て い る 。2ndpartは3[3.1)/3.2)]と28.5)




A)最 初 の部 分
3rdpartの活 用 は見 られ な い が,他 のpartで
は,レ タ ー の 筆 者 が 異 な る の で 当 然 い ろ い ろ な 組
み 合 わ せ が 考 え られ,一 定 の パ タ ー ンを 見 つ け 出
す の は 容 易 で は な い 。 あ え て 数 の 多 い も の を 取 り
上 げ て み る と,1stpartは5.12.10)も し く は
13)の 組 み 合 わ せ が 考 え られ る。2ndpartは3.
2)が 多 用 され て い る。4thpartはか な り さ ま ざ ま
な組 み 合 わ せ に な って い る が,傾 向 的 に は13.1が






B)終 わ り の 部 分
1stpartの活 用 の例 は 少 な く,強 い て パ タ ー ン
を 示 す と,2(7.12.13.1.11)が考 え られ る。2nd
partは2が 強 く,次 に6が 見 受 け られ た 。 そ れ に
続 く表 現 は28.2)が 多 用 さ れ,3rdpartは13.




〔セ リー ・レ タ ー〕
簡 潔 な書 き方 で,
用 さ れ て い な い 。2ndpartもAの み で,2.1)に
統 一 され て い る。4thpartもあ ま り活 用 さ れ て お
らず,い き な り用 件 に入 る ま さ し く現 在 の ビ ジ ネ
ス レ タ ー の 基 本 と も な り そ うで あ る。
Igreetyouwell,[Ihavereceivedaletter....]
B)終 わ り の 部 分
最 初 の 部 分 と は対 照 的 に す べ て のpartの 活 用
が 見 られ る。1stpartは2(2.17.7.12.1.13.
1.11),2ndpartは3.1)と7.2)の 組 み 合 わ せ,
3rdpartは13.2.S,4thpartは5とい う具 合 に,





(1)-2.子 か ら父 へ(fromGeorgeCelyto
RichardCelytheelder)
A)最 初 の 部 分
3rdpartは 活 用 され て お らず,そ の 他 のpart
は す べ て 一一定 の 表 現 に固 定 さ れ て い る。1stpart
は,5.8.17),2ndpartで は4と3.2),iの
11),B-3の8).5).2),4thpartは13.1.5)






B)終 わ り の 部 分
す べ て のpartの 活 用 が 見 られ る。1stpartは2
(7.12.13.1.11),2ndpartは3.1)と28.2)と
17)の組 み 合 わ せ,3rdpartは13.2,4thpartは
5.6.17)と 一 定 の 表 現 で 統 一 さ れ て い る。
① 家族 間
(1)親 子
(1)-1.父 か ら子 へ(fromRichardCelythe
eldertoGeorgeCely)








(2)_i.兄 か ら 弟 へ(fromRichardCelythe
youngertoGeorgeCely)
A)最 初 の 部 分
3rdpartを 除 い た す べ て のpartの 活 用 が 見 ら
れ る 。1stpartは5.11.2),2ndpartのAは3
(3.2)/3.4)),4thpartは8.1)の 組 み 合 わ せ
が 多 用 さ れ て い る 。
Rightwell-belovedbrother,Irecommendme
untoyou,informingyouthat....
B)終 わ り の 部 分
す べ て のpartの 活 用 が 認 あ ら れ る 。1stpart
は2(7.12.13),2ndpartは3.1)と7.2),3rd
partは13.2,4thpartは5.6.3)で ほ ぼ 一 定 の




(2)-2兄 か ら 弟 へ(fromRobertCelyto
GeorgeCely)
A)最 初 の 部 分
対 象 レ タ ー が 少 な い(5通)の で,明 確 な 一 定 の
パ タ ー ンを 見 つ け 出 す の は難 しい 。 こ こで も3rd
partの活 用 は見 られ な い。1stpartは工 夫 して あ
る の か,い ろ い ろ な 修 飾 語 句 が 使 用 さ れ て お り,
強 い て 傾 向 を あ げ れ ば,5.11.2)と な る。 た だ
関 係 を 示 すDの と こ ろ で2)だ け で な く13)と2)
の 組 み 合 わ せ も考 え られ る。2ndpartは3.4),4th






B)終 わ りの 部 分
3rdpartは13.2),4thpartは2.6.3)と 一
定 の パ タ ー ン が 認 め ら れ る が,istpart,2nd





② 家 族 以 外
(1)fromWilliamCelytoGeorgeCely
A)最 初 の 部 分
3rdpartの 活 用 は な い が,他 のpartの 一 定 の
パ タ ー ン 化 が 見 ら れ る 。lstpartは5 .12.13,2nd
partは4と3.3')の 組 み 合 わ せ,4thpartは





B)終 わ りの 部 分
1stpartは2が 多 い が,1.2)も 見 受 け られ る。
2ndpartは3(3.2)/3.1)と7.2)の 組 み 合 わ
せ,3rdpartは13.2,4thpartは5.6.15)と






A)最 初 の 部 分
3rdpartの活 用 は 見 られ な い。1stpartは途 中
か ら表 現 が 少 して い ね い な 表 現 に変 化 して い る。
っ ま り前 半 は5.12.11)が 多 か っ た が,後 半 は5.
12.14.9.12(あるい は4.7,あ るい は15.7),11),
とな っ て い る。2ndpartは4と3.3')の 組 み 合







B)終 わ りの 部 分
ほ ぼ一 定 の パ タ ー ンが 見 られ る 。1stpartは2
(7.12.14.1.ll),2ndpartは3[3.2)/3.1)]
一一io4 英語通信文の歴史的考察(1)
と12.2),あ る い は7.2)の 組 み 合 わ せ,3rdpart







A)最 初 の 部 分
3rdpartの 活 用 は な い 。1stpartは5.6.13).
9.15.4),2ndpartは3.2),4thpartは13.1.
3)と21.2)の 組 み 合 わ せ と い う よ う に,ほ ぼ 表








と な っ て い る 。
4thpart
12.13.1.11)がや や 多 い 。
と28.2)の 組 み 合 わ せ,3rd






A)最 初 の 部 分
3rdpartの 活 用 は 見 ら れ な い 。1stpartで は 筆
者 の 工 夫 が み ら れ,適 当 に 組 み 合 わ せ を 変 え て い
る 。5.11.2)/5.12.2)/5.1.1.2)の3っ
の パ タ ー ン が あ る 。2ndpartで は4と3.2)の
組 み 合 わ せ が 多 い 。4thpartは21.2)も し く は








B)終 わ り の 部 分
1stpartは2(7,12.13.1.11),2ndpartは3.
1)と7.2)の 組 み 合 わ せ,3rdpartは13.2も
し く は2の み の 場 合 が 見 られ る。4thpartは2.







A)最 初 の 部 分
1stpartの呼 び か け(D)で,13)と5)の 組 み
合 わ せ と単 独13)の 使 用 が 見 られ た 。修 飾 語 句 を
加 え る と,1stpartは6.13).9.15.5)と6.13)
の 組 み 合 わ せ が 考 え られ る。2ndpartは3.2)あ
る い は4(2.3.12.6)の 組 み 合 わ せ が 多 い。3rd
partは 不 要 と され て い る。4thpartは い ろ い ろ







B)終 わ りの 部 分
1stpartの活 用 は な く,2ndpartは3[3.1)/





A)最 初 の 部 分
lstpartは5.12.13)が比 較 的 多 い 。2ndpart
は3.2),3rdpartは不 要 と考 え られ て い る。4th
partは4.2.1)が 多 い が,単 独 使 用 よ り は,他 の
表 現 と組 で 使 用 さ れ て い る場 合 が 多 い。 そ の 次 に








B)終 わ り の 部 分
lstpartは活 用 さ れ な い 場 合 が や や 多 くて,2
と4が 少 し使 用 さ れ て い る。2ndpartは 様 々 で,
主 に2と3が あ げ られ る。 次 に続 く表 現 は28.2)
と12.2)が 多 い。3rdpartは13.2,4thpartは
様 々 な 組 み 合 わ せ が あ るが,強 い て あ げ る と2.







2)-3.表現パ ター ンの傾 向
今 ま で の 説 明 を ま と め た の がIII-1,III-2表で
あ る。 この 表 か らわ か る よ う に レ タ ー の ス タ イ ル
に お い て 一 般 的 な 傾 向 が 見 い 出 さ れ る。
〔1パ ス トン家〕
まずMargaretPastonは,妻と して,ま た母 と
して レ タ ー を書 いて い る。 彼 女 はそ の役 割 に応
じ,み ごとに書 き分 けて い る。III-1表の① と② の
比 較 か らわ か る よ うに,Endingの3rdpartを除
き,表 現 にお いて全 く共通 す る もの はな い。 これ
は,同 一 人物 といえ ど も レターの相 手 の身 分 関係
に よ って書 き分 けが必 要 な こ とを示 して い る。 っ
ま り,彼 女 か ら見 て,ど ち らか とい う と上 位 にい
る主人(夫)に 対 す る場 合 と,ド 位 にあ た る子供 に
対 す る場 合 との違 い とい え るで あ ろ う。 その こと
を示 す か の よ うに全 く同 じ状況 に あ る② と③ を比
べ て み る と,そ の 類 似 性 が は っ き り とわ か る。
Endingの2ndpartのBを 除 くと,表 現 は ほぼ
同 じで,特 にBeginningの3rdpartは他 で はあ
ま り活 用 されて いな いの に,こ の場 合 に は母 親 と
して の優 しい心 ず か いが 共通 の表 現 と して見 受 け
られ る。
次 にSirJohnPastonは,母 と弟 に対 して レ
ターを 出 して い るが,書 き方 に関 してMargaret
Pastonほど の 使 い 分 け は して い な い。Begin-
ningのDは,当 然 相 手 に よ って異 な るが,そ の呼
びか け に対 す る修 飾 語 は5.12で 同 じものが活 用
一!05一
され て い る。 同 様 に共 通 な ものが見 られ るの は,
Beginningの2ndpartのA[1,1)と3.2)],
Endingの1stpart(2),2ndpart[2,1)/28.2)],
3rdpart(13.2)であ る。また共 通項 の見 られ な い
と ころは,レ ター の相 手先 の違 い(母 親 に対す る場
合 と弟 に対す る場合)に よ る もの と考 え られ る。 っ
ま り,⑤ で も見 られ るよ うに,母 親 に対 して は優
しい思 い や り(Beginningの3rdpartの活用)が な
され,4thpartでも自分 自身(息 子)を 明 らか に
して い るが,弟 に対 して はいず れ もその活 用 が見
られ な い。
弟 のJohnPastonも兄 のSirJohnPartonとほ
ぼ 同 じよ うな 傾 向 が 見 られ る。 た だ 兄 との違 い
は,多 少 身分 関 係 を考 慮 に入 れ,兄 よ り もへ り く
だ った表 現 が多 い。 母 親 に対 す る場 合 は,Begin-
ningの2ndpartのB-2,B-3の 活 用 と,
Endingの4thpartにお け る用 法(4.15)に見 ら
れ,兄 に対 す る場 合 は,Beginingの1stpartの
Dに お け る表 現(13)に見 られ る。
〔2:セ リー 家 〕
セ リー家の場合 は残念なが ら差 出人がそれぞれ
異な り,パ ス トン家のよ うに,レ ターの相手先 に
よる書 き方の工 夫について は検討で きない。 ただ
全般的に言え ることは,各 人の表現が一定 してお
り,同 …人物 に対 して も特定 の表現を繰 り返 し使
用す る傾 向があ る。その意味では,た とえ レター
の相手 が異 な って も,MargaretPastonのよ う
に,相 手に応 じ適 当に表現 を変える ことはあ り得
ない。 セ リー家の人々は,レ ターの体裁に気を配
るよりも内容 の伝達 に力点 を置いてお り,彼 らの
考え方 は,現 在 の ビジネス レターに近 いと思 われ
る。
3)本 文での言及項 目
レターの筆者は当然 自分の 言いたい ことが相
手 に伝わればその目的 は達せ られ る。 しか し当時
は,書 くことがそれほど一般的でな く,し か も通
信が頻繁に行われ る状況ではなか ったために,多
くの レターが同 じよ うな事柄 に言及 して いる。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た項 目を取 り上 げて み る。
(1)健 康(病 気)や 幸福 につ い て
黒死 病(ペ ス ト)の流 行 に み られ るよ うに,当 時
の人 々 は病 気 に か か りや す く,医 療 体 制 も不 備
で,十 分 な薬 もなか った と思 われ るので,人 の健
康 は非 常 に気 が か りな問 題 で あ った。 その た め レ
ターで は,相 手 の幸 せや 健康 を祈 った り,病 気 の
状 況 や回 復 につ いて 言及 して い る。
(1)1幸 福祈 願
相手 の幸 せ や健 康 また は病 気 の回復 を祈 りなが










相手 に心 配 を か けな い よ うに,自 分 や 自分 の家
族(関 係者)の 健 康 状態 が好 ま しい状 態 で あ る こ と








ま た 以 前 の 病 気 は す で に 回 復 し,現 在 は 良 好 で あ











それほど一般的で はないが,健 康がす ぐれなか っ
たために予定通 り事 が進 まなか った,と 言い訳 し







自 分 の 病 気 を 知 ら れ て は ま ず い た め に 病 気 の こ と




(2)レ タ ー に つ い て
今 日 の よ う に 郵 便 事 業 が 発 達 し て お ら ず,特 に
遠 距 離 間 の 通 信 は 容 易 で は な か っ た 。 そ の た め,
必 ず し も 通 信 が う ま く い く と は 限 ら ず,レ タ ー の
当 事 者 は ま ず,自 分 の 出 し た レ タ ー が 相 手 に 無 事
到 着 し た か,あ る い は 指 示 通 り に レ タ ー を 送 付 し
た か と い う 事 が 重 大 な 関 心 事 で あ っ た 。
(2)-1レ タ ー の 受 領
相 手 の レ タ ー の 受 け 取 り を 文 字 通 り そ の ま ま 述










ま た 特 定 の 持 参 人 に よ っ て 受 け 取 っ た こ と を 明 ら






相 手 か ら の レ タ ー の 内 容 に 言 及 す る こ と に よ っ て







ま た 第 三 者 か ら の レ タ ー の 受 け 取 り も 明 ら か に し




















第 三 者 か ら の レ タ ー を 受 け 取 っ た ば か り と い う 特









(2)-2レ タ ー の 送 付
前 の レ タ ー に 言 及 し,確 か に レ タ ー を 送 っ た こ










前の レターと今回の レターの間隔が近す ぎて,相
手がまだ前回の レターを受 け取 っていないと予想
し て い る も の も あ る 。
Isentyoualetterwrittenat...,butIfeelwell
youhavenotthatIetterasyet.
相 手 の 指 示 通 り に,第 三 者 に レ タ ー を 出 し た こ と





(2)-3レ タ ー の 未 受 領
(最 近)レ タ ー の 受 け 取 り が な い こ と を 相 手 に







こち らか らレターを何回 も出 しているのに返事が

















ま た 相 手 が 他 の 用.事ぞ 忙 し く,レ タ ー を 書 く暇 も





(2)-4レターの書 き方 につ い て
特 殊 な ケー スで,主 に身分 の ド位 の者 が上 位 の











ま た 筆 者 の へ り くだ っ た気 持 ち が 強 く出 た ケ ー ス








(3)レ タ ー の持'参人 に つ い て
郵 便 事 業 が な い た あ に 当 時 は,レ タ ー を 相 手 に
届 け る 役 割 の 者 が お り,彼 の 役 割 は 重 要 で あ っ
た 。 た だ レ タ ー を 届 け る だ け で な く,筆 者 に 代
わ って 状 況 を 詳 し く説 明 し た り,物(商 品)や お 金
の 託 送 を 依 頼 さ れ る こ と も あ っ た の で,レ タ ー の
持 参 人 は,十 分 信 頼 に足 る人 物 が 求 め られ た 。
(3)1口 答 説 明
レ タ ー を 届 け,さ ら に そ の 内 容 に つ い て 直 接 説












さ ら に,自 分 が 書 く よ り も 持 参 人 が 直 接 説 明 す る

















(3)-2託 送 依 頼










ま た レ タ ー だ け で は な く,物 や お 金 の 託 送 を 依 頼














恐 ら く 初 め て の 持 参 人 と い う こ と で,あ ら た あ









主人 に対 して常 に柔順でい るとい うことを明 ら
か にす ることによって,主 人 の恩恵 を受 けよ うと
す る並々な らぬ努力の後が見 られ る。 これ らの表
現 は,家 族間の通信 には全 く見 られず,文 字通 り
主従関係 にある家来(部 下)が 使 う限定 された も
















(5)-1秘 密 保 持
相 手 に 直 接 説 明 す る こ と が 容 易 で な い た め に,
あ え て 口 外 で き な い よ う な こ と も レ タ ー に 書 か な
く て は な ら ず,そ の た め 筆 者 は,問 題 を 外 に 漏 ら







日 本 語 の レ タ ー に み ら れ る よ う な 季 節 感 を 出 す
た め に 言 及 し て い る の で は な く,た だ 時 期 を 示 し







しか し風邪 をひきやす い危険 な時期 とい うことに





ま た 当 時 の 交 通 手 段(陸 上:馬,海 上:船)が 天 候










(5)-3結 び の 言 葉
本 文 の 締 め く く り と し て お も し ろ い 表 現 が み ら
れ る 。 ま ず(兄 の 死 と い う)悲 し み の 虚 脱 状 態 を
よ く 示 し て い る 。
‐Ihavemuchmoretowrite ,butmyempty
headwillnotletmerememberit.




ま た レ タ ー を 書 くの に夜 遅 く まで か か った の で,




極端 なケースであ るが,レ ターを書 き終え るのに






い つ の 時 代 で も 夫 に 愚 痴 ば か り こ ぼ す 妻 は い た よ
う で あ る 。
-Byyourgroaningwife
,
4.一 般 的特 徴
これまでの検討でそれぞれ レターの筆者 の基本
英語通信文の歴史的考察(1) 一111一
的な表現パ ター ンが明 らか にな った。 ここでは,
この個人的 な特徴 をさらに同 じよ うな関係にある
と思われる もの同士をま とめて,広 く一般的な特
徴 を示 してみたい。
レターの筆者 と受取人 の関係 か ら通信 レターを
家族内 と家族以外 に分 け,前 者をさ らに親子関係




(1)-1親 か ら子 へ
最 初 の部 分 で は,2ndpartの2.1)と4thpart
の10.1)に 共 通 項 が あ る。1st,2ndpartは無 視
して い い が,女 性 特 有 の優 しさ を 示 す もの と して
3rdpartの出 現(15.17.7.4,12)は,母 親 の 場
合 必 要 とな る。 そ こ で 書 き 出 しは,
Igreetyouwell,(andsendyouGod'sblessing
andmine,)andletyouknowthat,...
と な る(母 親 の場 合 は()を 追加 す る)。
終 わ り の 部 分 で は,3rdpartの13.2)と4th
partの6.17)に 共 通 項 が み られ る。1stpartは
な くて も よ い が,2ndpartは 何 らか の 言 及 項 目が
あ り,無 視 で き な い 。 そ こで レ タ ー の 傾 向 か ら類
推 し,神 の 呼 称 を 父 親 の場 合 は3.1),母 親 の 場 合
は2.1)と し,そ れ に続 く表 現28.2)と した 。




の よ う に な る(()は 母親 の場 合)。
(1)-2子 か ら親 へ
最 初 の 部 分 の1stpartのDで 見 られ る よ う に,
一 般 に 相 手 へ の 呼 び か け を 必 要(父 親 の 場 合117
回,母 親 の 場 合:12回)と し,し か も何 らか の修
飾 語 句 を っ け る よ うに な っ て い る た あ,Bの 共 通
項 を 見 っ け な け れ ば な ら な い 。 幸 い に も8(rever-
entandworshipful)と12(worshipful)の間 に 共 通
の 表 現 と して"worshipful"が見 っ け られ た。2nd
partと4thpartは そ れ ぞ れ 共 通 項 と して3.2)
と13.1.5)が 見 受 け られ る 。3rdpartはな くて
もよ い が,前 述 した よ うに 母 親 に対 す る優 し さ を
示 す た め に母 親 に 出 す 場 合 は 必 要 と な る(()は





終 わ りの部 分 で は,lstpartは活 用 しな くて も
よ いが,2ndpartは何 か 言及 項 目を必 要 とす る。
ここで も神 の呼 称 を父 親 の場 合[3.1)]と母 親 の
場 合[2.1)]に分 け,そ れ に続 く表現 は両者 に共





最 初 の部 分 の1stpartのDで,弟 に対 す る場 合
の2)と 兄 に対 す る場 合 の13)の よ うに,レ ター
の名 宛 人 との関係 に よ って,表 現 は異 な る。 そ れ
に付 随 す る修飾 語 句 は残 念 なが ら11(well-below-
ed)と12(worshipful)と二 分 され て い る。 そ こで
あえ て共通 項 を見 つ け出 す た めに,残 りの項 目に
注 目 して み る と,幸 い に も11と12を 合 わせ た15
(worshipfulandwell--beloved)があ り,こ れ を共通
項 と して採 用 す る。2ndpartは3.4)=「3。2)
+副 詞(heartily)」で あ るこ とか ら,3.2)を共通
項 とす る。3rdpartは無 視 で き るが,4thpartの
完 全 な共 通項 が見 当 た らな い。 そ こで 比較 的多 い




と な る(()は 兄 に対 す る場合)。
終 わ り の 部 分 の1stpartと3rdpartは そ れ ぞ
れ 共 通 項 と して2と13.2)が あ げ られ る。2nd
partは比 較 的 多 い2.1)と28.2)を 採 用 す る
[28.5)は,28.5)e「28.2)+修 飾語(blessed)」
か ら28.2)に 含 め る)。4thpartは,活 用 さ れ て
い る 場 合 と,全 く無 視 さ れ て い る 場 合 と が あ る
が,最 初 の 部 分 の1stpartの呼 び か けDで 相 互 の




2)家 族 以 外
今 まで の家 族 間 の通信 と違 い,外 か らの レター
は,特 定 の用 件 を伝 え るた あ にわ ざわ ざ書 か れ た
もの と予想 され るので,我 々の い うと ころ の現 在
の ビジネ ス レターの原形 と もいえ る もの が得 られ
る と思 う。
最 初 の部分 で は,1stpartのDにお け る使用 頻
度 は13)が多 い(9回)が,単 独使 用 で は4回 に と
ど ま り,次 に10)が 来 る(3回)[13)の組み合わせ
として13)と10),13)と4)がそれぞれ2回 となって
い る]。それ に付 随 す る修飾 語 句 は5.12と な る。
2ndpartでは3[3.2)/3.3')]か4ある いは両
者 の組 み合 わせ(3と4)が 見 られ るが,単 独3.2)
が 多用 され て い る。3rdpartは活 用 されず,4th




終 わ りの 部 分 は,1stpartは 活 用 して い な い と
こ ろ も あ る が,2の 頻 度 が や や 高 い 。2ndpartは
3[3.1)]の頻 度 が 高 く,そ れ に 続 く表 現 は28[28.
2)が4回,28.5)が1回 コ と,12[12.2)が3回,
12.1)と12.3)がそれ ぞれ1回]の 使 用 が 多 く,次
に7.2)(4回)と な る。3rdpartは,13.2),4th
partのCで15)の 使 用 頻 度 が 高 く,16(16')と合
わ せ る と,そ の頻 度 は も っ と高 くな る。 そ れ に 付
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現在で こそ英語 は,世 界中で使用 され,国 際語
と しての地位 を不動の もの としているが,そ の英
語 も,今 か ら約900年前には,母 国語 と しての地
位す ら脅 かされていた。事実英国 では,ノ ルマ ン
人 の征服(1066年)以来約200年間 は,フラ ンス語
が国 を代表す る言語 と して採用され,英 語 は単 な
る下層 階級の言語 に留ま っていた。
しか し14世紀 になると,英 ・仏の対立(戦争)
か ら,英 国国民 の問に フランスに対する激 しい敵
対意識 が芽生 え,フ ランス的な もの(あるいは外国
のもの)を 排除す る運動が広 まった。 同時 にまた
英国 で は,自 国 に対 す る強烈 な ナシ ョナ リズム
(愛国主義)が 醸成 され,英 国国民 は自分たちの言
語への誇 りや尊敬の念 を持つよ うになった。その
ような機運 にち ょうど呼応す るかのよ うに,ヘ ン
リー5世 が英語での公 ・私文書を多数発行 してい
ることが明 らかにな った。 そのこともまた,英 語
の普及 に貢献 し,15世紀 には,英 語 は,文 字通 り
母国語 と しての地位 を確 立 した。
このように して復活 して きた英語が,実 際に通
信文 としてどのよ うに使用 されていたかを探 るの
が本稿の 目的であ った。 非常 に限 られた資料(パ
ス トン・レター,セリー ・レター)か ら当時の レター
の特徴を導 き出すのは少 々強引か もしれない。 し
か し本稿で試みた分類 ・比較検討か ら,当 時の レ
ターのあ る程度 の共通性が明 らか にな ったよ うに
思 う。 レタースタイルについては,レ ターの筆者
の個人的な書 き方 の傾向や,レ ターの発信者 と受
信者の関係が同 じような状況 下における共通 の書
き方 が認 め られ た。本文 での言及項 目につ いて




く触 れ,当 時 の社会状況 の特 色が反 映 され て い
る。 また当事者の主従関係 の影響 を受 けた 「忠誠
の誓 い」が家族以 外 の通 信 のみ に見 られ た こと
は,こ れ以後 の ビジネス レターの スタイルを検討
す る上 で,無 視 で きな い 要 因 の ひ と つ と な りそ う
で あ る。 ま た 天 候 や 自 然 に っ い て の 言 及 は 少 な
く,四 季 の 移 り変 りや 寒 暖 の 差 に よ る 自然 の 変 化
な ど に触 れ る こ と は,や は り 日本 語 の レ タ ー の み
に 見 られ る特 殊 要 因 と考 え られ そ う で あ る。
最 後 に,本 稿 の分 類 結 果 を 参 考 に し,当 時 の一
般 的 な ビ ジ ネ ス レ タ ー を 再 現 して み る と,恐 ら く













上 記 の モ デ ル レ タ ー は,現 在 の ビ ジ ネ ス レ タ ー
の 原 形 と い え る 。 こ れ を 出 発 点 に,こ れ 以 後 の
16,17,18,19,20世紀,そ して 現 在 の ビ ジ ネ ス
レ タ ー の ス タ イ ル に 至 る プ ロ セ ス を 調 べ る の が 次








(4)英国 の 年 代 記 作 者RamulfHigdenが1350年頃 に 書 い た
と 言 わ れ る ラ テ ン文 の 世 界 万国 史PoCychroniconをジ ョ ン ・
オ ヴ ・ トレ ヴ ィ サ(JohnofTrevisa)が英 訳(1385年頃)し
た もの の 中 に,「 い な か 育 ち の 人 々 も身 分 の 高 い人 の ふ りを
したが り,人 に 尊 敬 され る た め に,フ ラ ン ス語 を 話 せ る よ う
懸 命 に努 力 して い る」と書 か れ て い る。(バー ナ ー ド ・グ ル ー
ム 「英 語 発 達 史』(岡本 庄 三 郎 訳)綜 芸 舎,昭 和53年,41ペ ー
ジ)
(5}AlbertC.Baugh,op.C21.,p,135.
バ ー ナ ー ド ・グ ル ー ム も同 じよ うに 述 べ て い る。 「す な わ
ち 英 語 は下 層 階級 に 根 強 く存 続 し,他 方 ノ ル マ ン語 は ヒ流 階
級 で 栄 え た こ とで あ る。 宮 廷 は も っぱ らフ ラ ン ス人 か ら成 り
立 って い た。 裁 判 官 は大 抵 フ ラ ン ス人 で,弁 論 は フ ラ ンス語
で 行 な わ れ た。 … …学 校 で の授 業 は フ ラ ンス語 で 行 わ れ,フ
ラ ン ス語 は ラテ ン語 と と も に牧 師 に 最 も よ く知 られ て い た言
語 で あ り,彼 らは 会話 に は必 ず フ ラ ンス語 や ラテ ン語 を 用 い
一116一 英語通信文の歴史的考察(1)
た。」(バ ー ナ ー ド ・グル ー ム(岡 本 庄 三 郎 訳),前 掲 書,43
ペ ー ジ)





⑩Ibid.,pp.158-159.当時 の政 治 状 況 は以 下 の通 り:「1258年
ヘ ン リー3世(HenryII[)は,王の フ ラ ンス人 偏重 に 反 発 し,
経 済 的 困 難,施 政 の 改 善 を迫 っ た 諸 候,聖 職 者 と オ ッ ク ス
フ ォ ー ド条 款(ProvisionsofOrford)を結 ば ざ る を え な
か った。 しか し事 態 は収 ま らず,王 は さ らにizs4年サ イ モ ン
(SimondeMonfort)率い る紳 士 階級 と,い わ ゆ る諸 候 の 乱
(Brons'War)を戦 わ ね ば な ら なか っ た。 しか し王 は破 れ,サ
イ ホ ンが 実 質,ヒの支 配 者 とな っ た。 彼 は紳 士 階 級 の主 要人 物
を 集 め 政 治 等 の運 営 に と も に当 っ た。 これ が 議 会 の始 ま りで




個 例 え ば,あ る詩 人 は,「フ ラ ン ス語 を覚 え る の に イ ギ リス以
外 に 住 ん だ こ と はあ り ませ ん か ら,私 が 知 っ て い る の は イギ
リス の間 違 った フ ラ ンス語 で す。 しか し本 場 で フ ラ ン ス語 を
覚 え た読 者 は,必 要 な場 合 に は 私 の フ ラ ンス語 を 直 して 下 さ
い 」(AlbertC、Baugh,op.Clt.,p,167.(永嶋 大 典 ほ か訳 『英
語 史 』 研 究 社 出 版,1981年,170ペ ー ジ))と 述 べ,ま た
チ ョー サ ー(Chaucer)は,有名 な 『カ ン タベ リー物 語 』,「総
序 の歌 」(124-126行)で,尼僧 院 長 を}:品に か らか って,次
の よ う に言 って い る。 「ま た彼 女 は フ ラ ンス 語 を大 変h手 に
優 美 に話 した が,そ れ は ス トラ トフ ォ ー ド ・マ ッ ト ・ボ ウ の
尼 僧 院 流 儀 の フ ラ ンス語 で あ っ た。 と い うの も,彼 女 は パ リ
の フ ラ ン ス語 を知 らな か った か らで あ る」(AlbertC.Baugh,
op.C2t.,p..:(永嶋 大 典 ほ か訳,170-171ペー ジ))
(15)AlbertC.Baugh,op.cit.,pp.168-169.
(16)16id.,pp.171-173.
(珊 年 代 記 作 者 ジ ョ ン ・オ ヴ ・ト レヴ ィサ(JohnofTrevisa)
は,英 語 が,フ ラ ンス語 を 文 法 学 校 と紳 士 の 家 庭 の両 方 か ら
駆 逐 し た 旨 を記 し,「今,主 の年 の1385年,リ チ ャ ー ドニ世
第 九 無 に,イ ング ラ ン ドの す べ て の文 法学 校 で 子 供 らは フ ラ
ン ス語 を捨 て,英 語 で解 釈 し学 ん で い る。 一 方 で は利 点 もあ
り,他 方 で は不 利 な 点 も あ る。 利 点 と して,子 供 らは以 前 よ
り も少 な い時 間 で 彼 らの 文 法 を学 び,不 利 な 点 と して 今 文 法
学 校 の 子供 らは 彼 らの 左 か か と が 分 か らな い と同 様 に フ ラ ン
ス語 を知 らな い 。 も し彼 らが海 を 渡 って 旅 行 す る と か,そ の
他 多 くの場 合 に は,こ れ は彼 らに と って 損 に な る。 そ して ま
た 高 貴 の人 々 も彼 らの 子 供 に,フ ラ ン ス語 を あ ま り教 え な く
な っ た」 と書 い て い る。(バ ー ナ ー ド ・グ ル ー ム(岡 本 庄 三 郎





す な わ ち,「 今 後 法 律 家 は 母 国 語 で 弁 論 を 行 う べ し 」 と 定 め
ら れ た の で あ る 。(バ ー ナ ー ド ・グ ル ー ム(岡 本 庄 三 郎 訳),

























{32)ア ル バ ー ト ・C・ ボ ー(永 嶋 大 典 ほ か 訳),前 掲 書,187
ペ ー ジQ
(33)アル バ ー ト ・C・ ボ ー は,次 の よ う に 述 べ て い る。
「彼 の 治 世 の 終 り と 次 の 治 世 の 初 め が,文 書 に お い て 一 般
に 英 語 に 採 用 さ れ 始 め た 時 期 に 当 た っ て い る 。 切 り の よ い 年
数 を 求 め る と す れ ば,1425年 が ほ ぼ そ れ に 近 い 期 日 を 示 し て
い る と し て 差 し 支 え な い 。」(ア ル バ ー ト ・C・ ボ ー(永 嶋 大
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